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61
人
を
雇
用
し
て
い
る
。

　
　

小
規
模
農
業
基
盤
整
備
工

事
は
、
ど
こ
の
場
所
を
行
う

の
か
。

　
　

農
道
及
び
水
路
を
各
２
箇

所
（
飛
子
農
道
・
皿
田
農
道
、

呉
地
奥
水
路
・
大
ヶ
平
水
路
）

実
施
す
る
。

　
　

学
校
の
大
規
模
改
修
事
業

に
つ
い
て
、
耐
震
化
の
取
り

組
み
状
況
は
。
ま
た
、
国
か

ら
の
補
助
の
内
容
は
。

　
　

半
分
く
ら
い
は
終
了
し
て

い
る
。
補
助
に
つ
い
て
は
、

建
物
の
強
度
等
を
表
す
指
標

（
Is
値
）
が
0.3
未
満
の
建
物

に
対
し
、
平
成
20
～
22
年
度

で
工
事
を
行
っ
た
場
合
、
補

助
率
が
三
分
の
二
に
な
る
と

い
う
も
の
で
あ
る
。

○
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

に
同
意

西
原　

忠
徳　

氏　

（
東
広
島
市
）

三
村　

幸
子　

氏　

（
中　

溝
）

質問
一般

ズ
バ
リ
、町
政
を
問
う
！
７
人
の
議
員
が一
般
質
問
を
行
い
、町
の
施
策

等
に
つ
い
て
論
戦
を
挑
ん
だ
。

馬上議員

白築議員

固定資産税の評価基準は。

物価高騰に対する支援策はないか。

３年に１回見直しを行っている。　（藤森税務課長）

中小企業に対する融資制度を設けている。
（石井節夫地域振興課長）

総 

務 

部 

門

　

十
数
年
前
に
バ
ブ
ル
が

崩
壊
し
、
土
地
神
話
が
崩

れ
、
土
地
が
安
く
な
っ
て

き
て
い
る
と
聞
い
て
い
る

が
、
安
く
な
っ
た
土
地
に

対
す
る
固
定
資
産
税
の
減

税
は
行
っ
て
い
る
の
か
。

　

ま
た
、
建
築
物
の
評
価

は
、
何
年
ご
と
に
見
直
し

を
行
っ
て
い
る
の
か
。

　

買
い
物
に
行
っ
て
も
商
品

の
値
上
げ
で
困
っ
て
い
る
人

な
ど
、
厳
し
い
実
態
を
耳
に
す

る
。
原
油
の
高
騰
な
ど
で
困
難

に
直
面
し
て
い
る
町
民
の
皆

さ
ん
、
と
り
わ
け
中
小
企
業
に

対
す
る
救
済
・
支
援
策
の
考
え

は
あ
る
か
。

　

土
地
と
家
屋
に
係
る
固
定
資
産
税

に
つ
い
て
は
、
原
則
３
年
ご
と
に
評

価
替
え
を
行
う
た
め
、
そ
の
際
に
地

価
の
下
落
や
家
屋
の
減
価
に
つ
い
て

も
見
直
し
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

バ
ブ
ル
景
気
の
崩
壊
後
も
、
未
だ
地

価
が
下
落
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、

固
定
資
産
評
価
基
準
の
経
過
措
置
と

し
て
、
毎
年
、
下
落
の
状
況
を
評
価

に
反
映
さ
せ
て
い
る
。

　

中
小
企
業
に
対
す
る
融
資

制
度
を
設
け
て
お
り
、
平
成
20

年
度
の
予
算
で
は
９
千
万
円

を
計
上
し
、
低
金
利
で
の
融
資

支
援
を
行
う
こ
と
と
し
て
い

る
。
今
年
の
６
月
末
現
在
で
46

件
（
約
１
億
５
千
万
円
）
の
融

資
を
行
っ
て
い
る
が
、
資
金
需

要
が
さ
ら
に
高
ま
る
よ
う
な

状
況
に
な
れ
ば
、
金
融
機
関
等

と
支
援
策
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
き
た
い
。
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白築議員

冨士議員

安心・安全な町づくり
　　　　　　　への取り組みは。

老人クラブの活性化を。

防犯灯への補助や「一戸一灯運動」の推進により、
犯罪の抑制を図っている。　（広田生活環境課長）

新しい組織作りと運営方法への
転換が必要と考える。　（清代健康課長）

　

町
が
推
進
し
て
い
る
一
戸

一
灯
運
動
だ
け
に
と
ど
ま
ら

ず
、予
算
を
組
ん
で
安
心
・
安
全

な
町
づ
く
り
に
取
り
組
ん
だ

ら
ど
う
か
。

　

ど
の
ク
ラ
ブ
も
高
齢
化
が

進
む
中
で
、
会
員
の
参
加
率
や

加
入
率
が
悪
く
、
伸
び
悩
ん
で

い
る
ク
ラ
ブ
が
多
く
あ
る
よ

う
で
あ
る
。
各
ク
ラ
ブ
と
も
、

新
規
加
入
を
待
っ
て
い
る
よ

う
な
現
状
で
あ
る
が
、
町
と
し

て
誰
で
も
加
入
で
き
る
、
ま
た

奨
励
す
る
高
齢
者
対
策
企
画

は
あ
る
か
。

　

町
内
に
は
、
防
犯
灯
・
道
路

照
明
・
通
学
路
灯
な
ど
の
照
明

が
あ
る
が
、
そ
れ
ら
で
カ
バ
ー

で
き
な
い
場
所
も
あ
る
こ
と

か
ら
、
一
戸
一
灯
運
動
の
推
進

に
よ
り
、
犯
罪
発
生
の
抑
制
を

図
っ
て
い
る
。
防
犯
灯
に
つ
い

て
も
、
定
め
ら
れ
た
要
綱
に

基
づ
き
、
設
置
や
維
持
管
理
を

行
っ
て
い
る
自
治
会
に
対
し

補
助
を
行
っ
て
い
る
。

　

多
く
の
課
題
が
あ
る
中
で
、

ス
ポ
ー
ツ
を
中
心
に
活
動
す

る
ク
ラ
ブ
や
、
子
ど
も
会
等
と

連
携
し
て
地
域
の
行
事
に
積

極
的
に
参
加
す
る
ク
ラ
ブ
な

ど
、
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
て
い

る
ク
ラ
ブ
が
あ
る
と
聞
い
て

い
る
。
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
等
の

事
業
だ
け
で
な
く
、
様
々
な
意

見
が
反
映
さ
れ
る
体
制
へ
の

転
換
を
図
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

民 
生 

部 

門

様々な場所に設置してあります
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佛圓議員

今後の農業問題に具体的な対策を。
関係機関と連携し現況を調査のうえ、

対応を検討していく。　（上馬場義文建設課長）

　

農
業
者
の
高
齢
化
と
後
継
者

不
足
に
よ
る
休
耕
田
が
増
加

し
、
併
せ
て
竹
林
が
里
山
の
裾

野
ま
で
拡
大
し
て
き
て
い
る
。

具
体
的
な
対
策
は
な
い
か
。

　

農
業
を
取
り
巻
く
環
境

は
、
農
産
物
価
格
の
低
迷
な

ど
非
常
に
厳
し
い
も
の
が
あ

り
、
休
耕
田
が
増
加
す
る
一

因
に
も
な
っ
て
い
る
。
国
の

施
策
も
、
担
い
手
の
確
立
さ

れ
た
も
の
へ
と
変
わ
っ
て
き

て
い
る
た
め
、
地
域
へ
の
支

援
は
益
々
厳
し
く
な
っ
て
い

る
。
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま

え
、
農
業
委
員
会
や
農
業
関

係
機
関
と
連
携
を
と
り
な
が

ら
、
ま
ず
は
現
況
を
調
査
し
、

対
応
を
検
討
し
て
い
く
。

建 
設 

部 

門

藤本議員

都市計画マスタープランの進捗状況は。
概ね順調に事業が推進されている。　（石井春文都市整備課長）

　

必
要
に
応
じ
て
計
画
の
見

直
し
を
行
う
と
あ
る
が
、
大
き

く
見
直
さ
れ
た
プ
ラ
ン
は
あ

る
か
。

　

ま
た
、
将
来
的
な
投
資
を
目

的
と
し
た
計
画
を
考
え
る
こ

と
は
ど
う
か
。

　

こ
の
プ
ラ
ン
が
平
成
16
年

３
月
に
策
定
さ
れ
て
５
年
が

経
過
す
る
が
、
具
体
的
な
成
果

や
実
績
は
。

　

今
後
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

に
つ
い
て
は
、
計
画
的
な
土
地

利
用
の
誘
導
や
、
歩
行
者
空
間

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
な
ど

に
つ
い
て
は
、
社
会
情
勢
の
変

化
に
加
え
て
、
高
齢
化
や
人
口

の
減
少
な
ど
町
を
取
り
巻
く

環
境
の
変
化
も
想
定
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
改
定
が
必
要
と
考

え
て
い
る
。

　

将
来
的
な
計
画
に
つ
い
て

は
、
来
年
度
以
降
に
計
画
的
に

検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

　

事
業
の
進
捗
に
つ
い
て
は

様
々
で
あ
る
が
、
計
画
通
り

に
完
了
し
た
も
の
と
し
て
は
、

三
世
代
交
流
エ
リ
ア
と
し
て

の
「
く
ま
の
・
み
ら
い
保
育
園
」

や
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
場

と
し
て
の
「
深
原
地
区
公
園
」

の
整
備
な
ど
が
あ
る
。

熊野町都市計画マスタープラン
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白築議員

県に県営住宅修繕の要請を。
県から委託されている指定管理者へ

相談できる体制となっている。　（上馬場達実建設部長）

　

県
営
住
宅
の
側
壁
が
剥
が
れ

落
ち
て
い
る
所
が
あ
る
。
入
居

者
の
安
全
面
か
ら
見
て
も
、
補

修
や
修
繕
が
必
要
だ
と
考
え

る
。
実
態
調
査
や
補
修
、
修
繕

を
県
に
要
請
し
て
は
ど
う
か
。

　

平
成
19
年
度
か
ら
広
島
県
が

導
入
し
た
指
定
管
理
者
に
よ

り
、
施
設
の
管
理
運
営
が
行
わ

れ
て
い
る
。
指
定
管
理
者
は
、

施
設
の
維
持
や
修
繕
を
計
画
的

に
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お

り
、
修
繕
依
頼
等
に
つ
い
て
も

指
定
管
理
者
に
相
談
で
き
る
体

制
と
な
っ
て
い
る
。
町
と
し
て

も
、
入
居
者
の
方
か
ら
相
談
が

あ
れ
ば
、
県
や
指
定
管
理
者
へ

の
取
次
ぎ
等
の
情
報
提
供
に
努

め
て
い
く
。

福垣内議員

県道矢野安浦線の交差点整備は。
県と協力しながら事業を進めている。　（上馬場達実建設部長）

　

川
角
交
差
点
の
改
良
工
事

が
行
わ
れ
て
お
り
、
信
号
方
式

も
変
更
さ
れ
た
。
近
隣
住
民
に

十
分
な
説
明
と
、
県
道
に
対
す

る
規
定
、
規
則
の
徹
底
を
お
願

い
し
て
は
ど
う
か
。

　

平
谷
交
差
点
は
、
特
に
夕
方

の
ラ
ッ
シ
ュ
時
に
、
広
島
方
面

に
長
い
渋
滞
が
発
生
す
る
。
右

折
す
る
車
は
非
常
に
少
な
い

こ
と
か
ら
、
左
折
と
直
進
を
優

先
す
る
標
示
に
変
更
で
き
な

い
か
。

　

近
隣
住
民
へ
は
、
４
車
線
化

に
伴
い
県
道
へ
の
進
入
方
法

や
、
信
号
の
標
示
方
法
が
変
更

さ
れ
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
、

県
と
一
緒
に
説
明
会
を
行
っ

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
路
線

は
、
本
町
の
活
性
化
に
欠
く
こ

と
が
で
き
な
い
路
線
で
あ
る

た
め
、
近
隣
住
民
の
方
々
の
ご

理
解
や
ご
協
力
を
得
な
が
ら
、

早
期
の
事
業
完
了
を
目
指
し
、

県
と
力
を
合
わ
せ
て
鋭
意
取

り
組
ん
で
い
く
。

　

信
号
機
の
設
置
調
整
や
交

通
規
制
に
関
す
る
標
示
や
標

識
は
、
道
路
の
位
置
付
け
や
交

通
量
等
を
総
合
的
に
判
断
し
、

道
路
管
理
者
と
公
安
委
員
会

が
協
議
し
、
整
備
す
る
こ
と
と

な
っ
て
い
る
。
道
路
管
理
者
で

あ
る
県
に
問
い
合
せ
を
行
っ

た
と
こ
ろ
、
現
在
、
公
安
委
員

会
か
ら
そ
の
よ
う
な
情
報
は

入
っ
て
い
な
い
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。

工事中の川角交差点
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教 

育 

部 

門
渡議員

夏休みの一週間短縮をどう考えるか。
学力保障の面で評価している。　（西原教育長）

　

児
童
、
生
徒
の
教
育
水
準
の
向
上
や

不
規
則
な
生
活
を
改
善
す
る
こ
と
を

目
的
に
、
東
京
都
の
あ
る
学
校
で
は
夏

休
み
を
一
週
間
短
縮
し
た
取
り
組
み

が
な
さ
れ
た
。
地
方
分
権
に
よ
り
、
熊

野
町
も
特
色
あ
る
教
育
が
必
要
と
考

え
る
が
、
こ
の
取
り
組
み
を
ど
う
考
え

る
か
。

　

ま
た
、
特
色
あ
る
教
育
推
進
向
上
を

図
る
に
は
、
県
の
関
与
や
指
導
は
必
要

か
。

　

今
年
度
、
本
町
で
も
両
中
学

校
で
８
月
27
～
29
日
の
３
日

間
を
、
登
校
日
と
し
て
実
施
し

た
が
、
学
力
保
障
の
面
で
は
評

価
し
た
い
と
考
え
る
。

　

ま
た
、
夏
休
み
を
短
縮
す
る

こ
と
に
つ
い
て
は
、
県
の
関
与

や
指
導
は
必
要
と
な
っ
て
い

な
い
。
し
か
し
、
特
色
あ
る
教

育
の
推
進
に
当
っ
て
は
、
県
が

積
極
的
に
支
援
を
行
う
こ
と

を
強
く
望
ん
で
い
る
。

藤本議員

公共下水道事業の現在の状況はどうか。
計画に沿った着実な整備を行っている。　（中川下水道課長）

　

整
備
の
進
捗
状
況
は
。

　

市
街
化
調
整
区
域
内
の
世

帯
数
の
実
数
は
。

　

市
街
化
調
整
区
域
の
見
直

し
の
予
定
は
あ
る
の
か
。

　

今
年
度
以
降
、
５
年
先
ま
で

の
計
画
は
。

　

平
成
19
年
度
末
現
在
で
、
事

業
認
可
面
積
560
ヘ
ク
タ
ー
ル

（
ha
）
の
う
ち
、
410 
ha
の
整
備

を
完
了
し
、
普
及
率
は
80.8
％
と

な
っ
て
い
る
。
今
年
度
は
、
主

に
初
神
、
新
宮
及
び
萩
原
地
区

の
整
備
を
行
っ
て
お
り
、
今
年

度
末
で
普
及
率
は
83.2
％
と
な

る
見
込
み
で
あ
る
。

　

人
口
か
ら
推
計
し
た
と
こ

ろ
、
平
成
19
年
度
末
現
在
で
、

１
千
436
世
帯
と
な
っ
て
い
る
。

　

主
に
、
初
神
・
新
宮
地
区
に

お
い
て
、
毎
年
度
約
10 

ha
の
整

備
を
計
画
し
て
お
り
、
平
成

24
年
度
末
で
整
備
面
積
は
460  

ha
、
普
及
率
は
85
％
を
見
込
ん

で
い
る
。

　

本
町
の
公
共
下
水
道
に
つ

い
て
は
、
上
位
計
画
で
あ
る

「
太
田
川
流
域
下
水
道
事
業
計

画
」
と
の
調
整
を
図
り
、
構

成
市
町
で
あ
る
広
島
市
、
府
中

町
、
海
田
町
、
坂
町
と
の
協
議

や
了
解
が
必
要
と
な
る
た
め
、

変
更
に
は
多
く
の
期
間
を
要

す
る
こ
と
と
な
る
。
今
後
は
、

市
街
化
調
整
区
域
の
都
市
化

の
進
展
を
見
極
め
な
が
ら
、
適

切
な
対
応
を
図
る
よ
う
努
め

て
い
く
。
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渡議員

全国学力学習状況調査の結果は。
平均を上回るものや下回るものなど、

教科によって評価は様々である。　（西原教育長）

　

平
成
20
年
４
月
22
日
に
「
全

国
学
力
学
習
状
況
調
査
」
が
行

わ
れ
、
同
年
６
月
10
日
に
は
県

の
「
基
礎
・
基
本
定
着
状
況
調

査
」
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
結
果

は
。

　

今
回
の
調
査
で
、
新
た
な
課

題
を
認
識
し
て
い
る
の
か
。

　

全
国
調
査
の
結
果
で
は
、
小

学
生
に
つ
い
て
は
国
語
・
算
数

と
も
全
国
平
均
を
上
回
っ
て

い
る
が
、
中
学
生
は
数
学
の
基

礎
的
分
野
で
は
上
回
っ
て
い

る
も
の
の
、
国
語
・
数
学
と
も

応
用
分
野
で
は
若
干
下
回
っ

て
い
る
。

　

ま
た
、
県
の
調
査
結
果
で

は
、
小
学
生
は
県
平
均
よ
り
も

低
く
、
中
学
生
に
つ
い
て
は
国

語
・
英
語
と
も
県
平
均
を
上

回
っ
て
い
る
も
の
の
、
数
学
は

下
回
っ
て
い
る
。

　

各
学
校
で
は
、
今
回
の
結
果

を
踏
ま
え
、
授
業
の
改
善
に
当

り
指
導
方
法
を
10
月
末
ま
で

に
ま
と
め
て
、
教
育
委
員
会
へ

提
出
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
小
中
学
校
の
主
要

教
科
部
会
を
開
催
し
、
児
童
生

徒
の
つ
ま
ず
き
易
い
点
に
つ

い
て
再
度
検
討
を
加
え
、
授
業

の
改
善
を
徹
底
し
て
い
く
。

渡議員

児童生徒の携帯電話や
　　　　　インターネット利用の実態は。
研修等を通して啓発や指導を行っており、

今年は携帯電話のアンケート調査を行った。　（西原教育長）

　

携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
よ
る
犯
罪
が
多
発
し
て
お

り
、
保
護
者
や
学
校
関
係
者
も

困
惑
し
て
い
る
。
被
害
防
止
の

た
め
の
啓
発
や
指
導
は
、
ま
た

小
中
学
生
の
携
帯
電
話
の
保
有

台
数
は
把
握
し
て
い
る
の
か
。

　

ま
た
、
月
の
利
用
料
は
把
握

し
て
い
る
の
か
。

　

教
職
員
や
生
徒
に
対
し
、
研

修
会
や
指
導
等
を
行
っ
て
い

る
。
携
帯
電
話
の
保
有
台
数
は
、

５
月
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
で
は
、
小
学
５
・
６
年
生

で
は
24
％
台
、
中
学
１
年
生
が

31
％
台
、
２
年
生
が
41
％
台
、

３
年
生
で
51
％
台
と
な
っ
て
い

る
。

　

経
済
面
に
つ
い
て
具
体
的
な

デ
ー
タ
は
な
い
が
、
実
際
の
利

用
料
に
つ
い
て
は
、
ど
れ
だ
け

使
用
し
て
も
一
定
額
と
な
る
料

金
制
度
を
利
用
し
て
い
る
場
合

が
多
い
よ
う
で
あ
る
。




